フロー災害時における人工呼吸器の作動確認と対応の流れ災害発生

□　地震の場合は座布団やクッションで頭部を守る
□　風水害の場合はP7（様式４）も参照



患者の状態を確認
□	顔色に変化はないか異常ありの場合

□	SpO2など、バイタルサインに異常はないか
□	人工呼吸器のモニター値などに変化はないか受診／入院
体調悪化時の相談先に連絡

□	ケガをしていないか
異常あり
異常の有無を確認
（）


異常なし

患者に異常はなく在宅継続が可能か。
（※介護者の負傷、家屋の被害、避難情報発令、火災等は起きていないか。）


いいえ
はい


・近隣者に支援を求める
・安全な場所へ避難→P３～４（様式１）参照
・可能であれば災害用備蓄品を持って避難



異常ありの場合

人工呼吸器の作動確認
・蘇生バッグによる補助換気を開始
・主治医（専門医やかかりつけ医）、
医療機器販売業者等に連絡
→Ｐ３～４（様式１）参照

□	人工呼吸器に破損なく正常に作動しているか
□	呼吸回路の接続部にゆるみ、破損はないか
□	人工呼吸器のモニター値（設定値）が変わっていないか
いいえ
人工呼吸器は正常に作動しているか？


はい


停電の有無



停電なし
停電あり


　　　　　　　　　停電した時間：　　月　　日　　時　　分□バッテリー作動に切り替わっているか確認
□加温加湿器へのぬるま湯や水の追加、人口鼻に変更
□非電源式吸引機等の準備
□低圧式持続吸引ポンプ（唾液を吸引する機器）を
乾電池式に切り替える
□酸素濃縮装置は酸素ボンベに切り替える
□電気が普及するまでコンセントからプラグを抜く
□コンセント周辺の安全確認（水はかかっていないか等）

在宅療養を継続

　　　　　　　


P2へ


2

復旧の目途を確認


避難準備
復旧の目途が立たない
復旧の目途が立つ

外部バッテリーや非常用電源等による電源確保


· あり
· なし


□非常用電源を使用して人工呼吸器の外部バッテリーを交互に充電する
□発電機によって外部バッテリー等を充電する場合は、必ず屋外で使用する
□充電式吸引器は、吸引する時だけ作動させる
※非常用電源等による稼働時間と避難する時間帯、避難に要する時間等を考慮し、避難のタイミングも検討しましょう


□避難経路の安全確認
□搬送手段・支援者の確保
□ブレーカーを落としてから避難する







避難
・親戚・知人宅
・一般／福祉避難所
・入院（※）


在宅療養を継続
在宅療養を継続


★連絡先や避難先はP3～４（様式１）を確認！※患者の体調悪化時以外の入院については、親戚・知人宅や避難所への避難ができない場合とする。

一連の対応が終了したら、支援者に安否の報告をしましょう。



停電に伴う呼吸・吸引関連機器以外の対応、ブレーカーについて
呼吸・吸引関連機器以外の対応
□	エアマット：チューブの柔らかい部分を折り、紐で縛り空気が抜けないようにする
□	意思伝達装置：バッテリーや乾電池を用いた操作に変更、文字盤や合図に変更
□	照明：懐中電灯・ランタン・ヘッドランプなど乾電池で動く照明に変更
□	情報機器：ラジオやスマートフォンなどを活用し、情報を得る

ブレーカーについて
□ブレーカーが落ちている場合
コンセントからプラグを抜き、バッテリー作動に切り替えた後にブレーカーを上げる。ブレーカーを
あげても電気がつかない、すぐに落ちてしまう場合は、電気工事店または東京電力パワーグリッド株
式会社（0120－995－007）へ連絡する。
□ブレーカーが落ちていない場合
近所一帯が停電している場合又はブレーカーが落ちていないにもかかわらず家の全部（又は一部）の電気が使えない場合は、東京電力パワーグリッド株式会社のホームページ等から停電情報を確認
する。室内灯が点灯するかなど、電気の復旧を確認した後、プラグを差す。
